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Dr = 1 -(1 -Os）× (1・D1) 
水ストレスによる減収は，各生育段階の水状態（Wj）の関数（Fj(Wj））として与えられ
れば， (1-F j(l'lj））の生育期聞を通じた積は最終収量の減少率となる。
Ds -= 1 -n Cl -Fj (l'lj)) 
一方．生育期間の短縮による減収は．生育期間（Lg）を変数とする関数（F(Lg））が与
えられれば．次のように決まる。
D 1 = 1 -F (Lg) 
水収支モデルは次式のようになる。
¥'1Di +l = WDi 
+ (Kpr X Kpc× Kpd+l) XPRi 
+ Kek ×Kee× ETi 
+ Kdp×DP 










このシミ A レーションモデルを用いて． さまざまな模擁実験をすることができる。
．もっとも重要な結果を3つだけあげる．


















再起年 低位田 中位田 高位田 全域
10 。 。 。 。
5 14 。 。 戸t> 
3 56 。 。 20 
2 100 28 21 37 
平均 71 39 30 46 
注）数値は、 1983年を100としたときの収量割合．
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水条件あるいは労働力不足によって田植が不能となる回航
(lo年間のシミュレーション）
図8
稲作の不安定性と低収性は．自然環境．とりわけ降雨の不安定さと土地の肥沃度
の低さに起因する。こういう状況下では，天水田において集約化技術をとり入れ．
すこしでも収量を増やそうという試みはなされない。手聞をかけるとベイしないか
らである。唯一とでもいえる農法の工夫は，地形の高低による水条件の差異に合わi
せて品種群与を選択し．とくに高みに早生品樋を用いていることぐらいである。服密
-¥Q-, 
な水管理，といってもできるのはていねいなシロカキ．アゼヌリ，落水口敷高の調
節.＇あるいはより完全な均平作業などであろうが． これらもかなり粗雑である。先
のシミ品レーシ aンモデルを用いて．例えば田植え日の移動．早生とか晩生品種の
導入．あるいは床締による深部浸透ロスの防止などを試みてみたが，いずれも増収
効果がないか，あってもたかだか10%程度であった（スライド）。ある意味で．こ
の不安定な稲作は合理性をもっていると言えそうである。村人たちは，豊作をもち
ろん喜びはするが．不作だからといってあわてる様子はない。あたりまえのことと
して受けとめ．またいつの年にか大豊作に恵まれることを期待するのである。
この村では．稲作を改良しないで．たまたまよく種れた年の米を備蓄することに
よって．また． 「開拓移住Jという行為によって人口圧を調節することで食糧ー人
口バランスを保ってきた．また．畑作．野菜作を伸ばすなど．収入の途を多角化さ
せることも重要であった．主穀生産におけるフロンティアが消滅した今は．さまざ
まなかたちで良外就業の隣会と収入を増やすことでバランスをとろうとしている。
稲作のありょうを全く変えてしまうのは．いまフィージピリティは問わないとし
て．完全な権i蛇施設の建設である。このことは今回は論じない。
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